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社会資本（インフラ：infrastructure）とは
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下水処理施設

橋梁

地すべり
対策・砂防施設

道路

トンネル港湾・空港 上水道施設

廃棄物
施設

鉄道

公園

河川堤防

オフィスビル
・マンション

駅舎

ターミナルビル

• 私たちの社会が発展し存続するために必要な基礎・基盤となるもの、それは社会資本です。
• 具体的には下図のように、例えば上水道施設、河川堤防、トンネル、地すべり対策施設、港湾・空港
などがあります。

• これらの施設は、社会発展の基盤、基礎として、社会の発展と共に進化し続けています。

※赤字：土木構造物の例 青字：建築物の例

防波堤
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社会資本の例；東京国際空港（羽田空港）



社会資本の例；東京ゲートブリッジ
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出典：（一社）建設コンサルタンツ協会 フォトコンテスト
第４回建コンフォト大賞 特別賞
「恐竜橋の下で海釣り」 能登正俊



社会資本の例；黒部ダム

出典：関西電力(株)
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社会資本の例；国営海の中道海浜公園
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出典：国営海の中道海浜公園



社会資本の例；スエズ運河
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購入（契約）
（価格に見合った品質の商品を購入）

不特定多数の消費者による
市場での評価

安全性・利便性の向上や
長期的な耐久性

品質、 価格の両面

一般の商品 土木構造物

生産
（安定した環境下での品質管理）

生産
（現地条件を踏まえた施工・品質管理）

国民による評価

企業の利潤追求
（どのように・どれだけ儲けるか）

公共の福祉の増進
（どう皆が便利に生活できるか）

今
後
の
生
産
へ
反
映

調達（契約）
（仕様・品質を契約で要求）

今
後
の
調
達
へ
反
映

支払い

支払い

一般の商品と土木構造物の違い
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土木分野における建設関係者の位置づけ

設計

発注者（国、都道府県、自治体等）
事業の決定、予算化と執行

事業の
発注

工事の
施工

事業の
発注

成果物
納品

建設関連業者
（測量業者：測量業務）

（地質調査業者：地質調査業務）

（建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：調査、設計等業務）

連携

目的：公共の福祉の増進（国民の利益）に資すること

施工（工事）

• 公共事業による土木構造物の整備に当たっては、行政（発注者）が主体となり、建設関連業者、
建設業者が発注を受けて、それぞれの役割を果たすことにより進められています。

• 建設関連業はその業務を通じて国民のために働いているのです。
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建設業者
（ゼネコン）

専門工事業
鳶、型枠、左官、コンクリート圧送、

空調衛生設備 等



建設関連業が担う役割

企画 計画 調査 設計
施
工
監
理

調査・設計

測量
・土地の形状の把握等

・構想の策定
・ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

・環境影響
評価（事前）

・基本設計
・詳細設計
・実施設計

・長期計画
・基本計画
・事業計画

施工

（建設業）

維持管理

維
持
管
理

測量業

建設コンサルタント

地質調査業

注）企画の前段階や施工監理の段階等において、測量、地質調査を行うこともあります。

• 測量業者、地質調査業者、建設コンサルタントをまとめて、建設関連業と称しています。
• 建設関連業は、土木構造物に係る工程の上流から下流までを担う非常に重要な業種です。
このため、業務の成果は最終的に施設・構造物の機能や維持管理経費に大きく影響します。

ボーリング調査
土質試験・解析等
・主に設計に必要な

地盤の強度の算出
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道路事業の進め方

出典：国土交通省道路局HP （http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/dorogyousei/3.pdf）

測

量

・
地

質

調

査
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• 例えば、道路を新たに整備しようとする際は、以下の様なプロセスを経ることとなります。



道路事業の進め方（道路計画）

出典：国土交通省道路局HP （http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/dorogyousei/3.pdf）
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道路事業の進め方（測量・地質調査等）

測量・地質調査

出典：国土交通省道路局HP （http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/dorogyousei/3.pdf）
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道路事業の進め方（工事・維持管理）

出典：国土交通省道路局HP （http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/dorogyousei/3.pdf）
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ＩＣＴの全面的な活用について（ICT土工の例）

測量

発注者

O

K

設計・
施工計画

施工 検査
i-

Construction

設計図に合わ
せ丁張り設置

検測と施工を繰
り返して整形

丁張りに合わせ
て施工

③ICT建設機械による
施工

④検査の省力化①ドローン等による３次元測量 ②３次元測量データによる
設計・施工計画

ドローン等による写真測量等によ
り、短時間で面的（高密度）な３次
元測量を実施。

３次元測量データ（
現況地形）と設計図
面との差分から、施
工量（切り土、盛り土
量）を自動算出。

３次元設計データ等により、
ICT建設機械を自動制御し、
建設現場のIoT（※）を実施。

ドローン等による３次元測
量を活用した検査等により
、出来形の書類が不要と
なり、検査項目が半減。

測量
設計・
施工計画

検査従来方法

測量の実施

平面図 縦断図

横断図

設計図から施工
土量を算出

施工

① ②

③

④

※IoT（Internet of Things）とは、様々なモノに

センサーなどが付され、ネットワークにつなが
る状態のこと。

３次元設計データ等
を通信

これまでの情報化施工
の部分的試行

・重機の日当たり
施工量約1.5倍

・作業員 約1/3

３次元
データ作成

２次元
データ作成

書類による検査
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建設関連業は・・・

技術提案や調査報告・設計が、その後の計画立案、施設設計の精度や質に多大
な影響を与えるため
建設関連業者およびその技術者には高度な能力が求められる

国、都道府県、地方自治体等の「発注者」が求める内容を
調査・計画・立案・設計して建設業者に図面を引き渡す

「頭脳プロ集団」

大学や専門学校での高度な教育を修了することが基本

現場を管理する立場になれば必ず接する機会のある仕事


